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研究成果の概要（和文）：本研究では、学生と教員の協働により、数百通のモバイルラーニング英語教材を開発し、PC
、携帯電話、スマートフォン、タブレットPC等のモバイル端末で迅速なアクセス、検索、学習を可能とするモバイルラ
ーニング英語教材データベースを構築したとともに、スマートフォン向けのアプリも開発した。教材開発された英語学
習コンテンツ中の多数は、素材の収集、原稿作成、原稿からマルチメディア教材への変換、教材データベース構築の作
業などをすべて学生が主体的に進めた。教材の開発者および利用者からの検証を行った結果、学習者にかかわる教材の
開発手段について肯定的であった。

研究成果の概要（英文）：We started to involve students in developing materials for a mobile English 
learning project in 2013. In the first stage, students were paid to write short essays, make grammar and 
vocabulary quizzes, and create learning animations. In the second stage, we called for volunteer 
contributions from subscribers in the hope of sustaining a project by the students and for the students. 
The data collected highlighted several areas 1) Mobile learning materials are usually short and focused, 
making them suitable for development even by students. 2) The content developed by students is perceived 
to be as readable by their peer users as teacher-generated materials. 3) Without proper instruction and 
training, students tend to contribute e-learning content that needs substantial editing by teachers. 4) 
Even with an offer of payment, few students are motivated to contribute content. How to sustain student 
participation in content development is found to be a major challenge in the project.

研究分野：教育工学, Computer Assisted Language Learning

キーワード： Mobile Language Learning　content development　student involvement　content quality　evaluati
on　challenges
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１． 研究開始当初の背景 
英語教育においてもモバイル端末を手段
とする学習支援方法が注目され、教育現場
での活用が大いに期待されつつある。しか
しながら、現状のモバイル端末向けの英語
学習教材は、単純なクイズ形式の語彙や
TOEIC等英語資格試験向けの演習問題がほ
とんどであり、PC用のeラーニング教材に見
られるような、学生のニーズに対応し、体
系的なインストラクショナルデザインに基
づいて開発された教材がほとんど見られな
い。また、モバイルラーニング教材を教員
が自ら開発しようとする場合、多忙化する
業務の中で十分に教材開発への時間の割り
当てができないことから、モバイル端末の
活用に関心があるものの、実践に至らない
というジレンマを多くの英語教員が抱えて
いる。 
本研究の代表者は、島根大学で 2009 年以
降「ユビキタス英語学習」プロジェクトを
実施し、総計 467 名の学生に携帯電話向け
の英語学習教材を開発、配信し、本研究の
分担者は、2005 年以降、約 5000 人の学習
者に、自筆の英文エッセイを毎日発信する
プロジェクトを実施した実績を有し、両プ
ロジェクトとも、利用者から高い評価を得
ている。こうした教材開発の実績やこれま
で構築した教材データを基盤に、学生によ
る学生ためのモバイル英語学習教材の開発
に関する研究を実施することは、上記の課
題解決につながるとともに、学生のニーズ
をより反映した教材開発や、学生との協働
作業による教材開発という、新規性を有し
たより効果的なモバイルラーニング教材開
発手法の提唱につながり、英語教育におけ
るモバイルラーニングの活用の基盤の確立
と今後の利用の拡充に大いに資すると考え
た。 
 
２． 研究の目的 
本研究では、上記の背景を踏まえ、３年
間の研究期間で次の３点を目的とした実践
研究を実施した。 
(1)島根大学と名古屋女子大学でこれまで
研究代表者や分担者が開発したモバイルラ
ーニング教材と教材開発手法を再評価し、教
員主導の教材開発から学生主体の教材開発
に向けた作成手順の転換を検討する。その際、
プロジェクト参加学生の募集方法、グループ
分け、教材の作成方針、編集方法、教員のサ
ポート体制、発信方法、著作権・セキュリテ
ィ保持のための規定等、コンテンツ開発に必
要な具体的な手順を策定する。 
(2)(1)を踏まえ、プロジェクトに参加する
学生とともに、様々なオープンソースソフト
ウェアや、市販の開発ツールを利用し、学生
のニーズや興味に対応したトピックをもと
に、モバイルラーニング英語教材を開発、配
信し、運用による学習効果の検証を行う。 
(3)教材開発の過程で得た、開発手法、開

発手順に関する知見や学習効果に関する研
究成果をまとめ、「学習者による学習者ため
のモバイルラーニング教材開発モデル」とし
て提案する。また、開発したモバイルラーニ
ング英語教材は、タグによる分類情報を付与
し、モバイル英語学習教材タベースを構築し、
構築したデータベースは他の教育機関で利
用可能な汎用的なモバイルラーニングシス
テムとして広く公開する。 
 
３． 研究の方法 
本研究は3か年の期間で下記の方法で実施
する。  

(1)研究代表者の所属する島根大学と分担
者の所属する名古屋女子大学で「モバイルラ
ーニング英語教材作成スタッフ」を募集し、
スタッフとなった学生を「原稿作成チーム」
と、「制作技術チーム」に分け、教員はアド
バイザーとして開発を支援する体制を整備
する。 
(2)「原稿作成チーム」により作成された素
材を、教員がチェック後、「制作技術チーム」
によってモバイル学習教材に編集、加工を行
う。こうして開発した教材は教員による最終
校閲後、学習者に配信し、学習状況を調査す
るとともに、フィードバックをもとに内容、
配信方法を改善する。 
(3)開発した教材を、タグをつけてデータベ
ース化し、再利用が可能なシステムをする。
また、モバイル端末向けのアプリを作成、広
く公開する。 
 
４．研究成果 
H25 年度 3月末まで、学生による 53 本の教
材を開発された。教材は英語のエッセイ、英
語のエッセイで書かれたことを再現した動
画、文法クイズ、語彙クイズ、英語の学習法、
TOEIC 対策など英語の豆知識、英語のなぞな
ぞなどになっています。両大学、三つキャン
パスの約 350 名の学生の携帯電話に向け、教
員が開発した教材と共に 22 名の学生が開発
したオリジナルの英語教材を毎週1-2回の頻
度で発信した。学生が作成した教材に関して、
H26 年度 4 月 5 日~4 月 22 日まで受信者に対
してアンケート調査を実施した。調査結果は
83%の受信者は「学生を加えて、e-learning
のコンテンツを作成するという考え方」に賛
成する。67%の受信者は学生による作成した

図１．モバイルラーニング英語学習教材作成手順 
 



モバイル英語教材は「先生が作成したコンテ
ンツと同じくらいのレベル」だと考えている。 
H26 年度、モバイル英語学習コンテンツの
受信者は前年度 350 名から 561 名に増えた。
受信者は島根大学の松江、出雲キャンパスに
限らず、名古屋女子大学にも数十名の受信者
がいる。毎週の週末、主に学生が作成し、教
員が編集したエッセイ、クイズなどのモバイ
ル英語学習コンテンツを発信した。H27 年度
3月末までの 1年間、学生から 84 本のコンテ
ンツを募集され、コンテンツのデータベース
に充実した。そのうち、エッセイ 42 本、ジ
ョーク 2本、クイズ 2個、アニメ 6個、合計
52 の学生が作成したコンテンツをプロジェ
クトの受信者に発信した。さらに、モバイル
英語学習者に今まで開発した、またはこれか
ら開発する予定の英語学習コンテンツをも
っと効果的に利用するために、スマートフォ
ン向けの英語読解学習アプリの開発を始め
た。数か月かけて、まずは iPhone/iPad 向け
の「モバイル英語学習」アプリの開発ができ
た。現在 iTunes で公開しいる。 
 H27 年度、引き続き受信者からモバイル英
語学習教材の作成を募集するともに、開発さ
れたコンテンツをアプリに充実し、島根大学
の学生だけではなく、日本全国の多くの英語
学習者も誰でも無料で利用できるようにす
る。H27 年度、島根大学の新一年生を加えて、
前年度と同じ約561名の受信者を維持するこ
とができた。当初の研究計画通り、学習者が
作成し、教員が編集したコンテンツを独自に
開発した英語学習教材と共に毎週発信した。
毎回発信する毎に、「良い」、「どちらとも言
えない」、「良くない」などのランキングボタ
ン、学習者が感想を書く感想欄をつけ、常に
学習者からのフィードバックを収集した。 
さらに、開発したモバイル英語学習コンテ
ンツを携帯電話向けのウェブサイトに乗せ、
ウェブでも閲覧できるようにしている: 

本サイトは、2016年度5月7日現在、157887
のアクセスを得た。また、プロジェクトの学
習者と教員が三年間で開発したすべての英
語学習コンテンツをスマートフォンアプリ

に収納し、研究成果を社会に還元するため、
無料で公開している。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

                   

プロジェクト終了後、約 560 名の受信者 
に対し、オンラインアンケート調査を実施し
た。「学生による学生ためのモバイル英語学
習教材の開発」プロジェクト全体について、
学習者から概ね良い評価を得た。最後に、本
プロジェクトの波及効果として、「スマホ中
国語」のサブププロジェクトも始めた。 
以上のことで、教材開発において学生を主
体とし、教員が指導役、点検役を務める協働
による、これまでの eラーニング開発手段を
一新し、学習者が開発者の立場になることで、
ニーズやレベルに合致したモバイル英語教
材の開発ができることと、学習者が開発した
教材の質の保証およびモチベーションの維
持は課題であることを明らかにした。 
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